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研究を始めるのに必要な知識・能力
　有機化学・ࡨ体化学・高分子化学・生体関連化学に関する基礎的な知識を習得し、多ஈ֊の有機合成（応・精製・解ੳ）を行い、
学ࡍ的研究を行う意ཉ。また、研究ディスカッションに必要なӳޠおよͼ日本ޠの能力。

研究室の指導方針
　自主的な研究テーマの遂行を通じて、研究者としての自信をཆうことができる研究ࢦಋを行います。また、国ࡍ学会発දや論จࣥච
を通じて、国ࡍ的なで活躍できるਓ材をҭ成します。日常的な研究室活動では、ޓいを研究者としてଚܟし、信པできる関を構
ஙすることで、研究にઐ೦できる環境࡞りを行います。研究ミーティンάは基本的にӳޠで実ࢪすることで、ւ֎へも情報発信できる
基礎的なίミϡχέーション能力を身につけると同࣌に、研究室内ΞクティϏティ（研究室ཱྀ行・ύーティなど）を通じて教員・学生の
連ଳײを高めます。

この研究で身につく能力
研究チームの一員として、機能性分子を設ܭ・合成・評価することができる能力
研究テーマに関して、ӳޠもしくは日本ޠによって学会でプϨθンテーションできる能力
戦的な有機合成およͼ最先の学ࡍ的研究をୡ成する能力

修了生の活躍の場
産業ք：化学メーカー、素材メーカー、৯品メーカー、電機メーカー、機械メーカーなど
ΞカデミΞ：大学（国内֎）、公的研究機関など

研究内容
　όΠΦϛϝςΟοΫε͓ΑͼςΫϊϛϝςΟΫεΛ༥合͢Δ͜ͱͰɺ৽͍͠子Ϛγϯͷͱφϊػցֶ͓ΑͼੜԠ༻ʹؔ͢Δ
Λ行ͬͯڀݚ ͍· ɻ͢

 ɾςΫϊϛϝςΟοΫࢠϚγϯ
　ςΫϊϛϝςΟοΫ子ϚγϯͱɺࢹڊతͳػցͷߏػʹώϯτΛಘ ɺͯϛΫϩεέʔϧ͘͠φϊεέʔ
ϧͰػցతͳಈ͖Λ実͢ݱΔ子Ͱ ɻ͢༗ػ合Խֶ͓Αͼ子Խֶͷख๏Λ༻͍Δ͜ͱͰɺޫɺి
子ʹԠͯ͠φϊϝʔτϧεέʔϧͰΤωϧΪʔੜ࢈௨৴ɺใ達Λ行͏͜ͱͷͰ͖Δ子Ϛγϯͷઃܭͱ
合Λ行ͬͯ ͍· ɻ͢۩ମతͳλʔήοτͱͯ͠ ɺ子Ϟʔλʔɺ子ΪϠɺφϊΧʔΛ։ൃͯ͠ ͍· ɻ͢

 ɾόΠΦϛϝςΟοΫࢠϚγϯ
　֎෦ܹʹԠͯ͠༠ಋ͞ΕΔɺࡉ๔ບͷܗଶมԽࡉ๔ບͰͷ子ू合ମͷܗଟ ͷ͘ࡉ๔ػ
࣬පͱؔ࿈͢Δॏཁͳ子ߏػͰ ɻ͢ບλϯύΫ࣭ͳͲɺఱવʹଘ͢ࡏΔ子ϚγϯΛൣنͱ͠ ɺͯ༗ػԽֶ
͓Αͼ高子Խֶͷख๏Λͱʹɺࡉ๔ບͷμΠφϛΫεΛ༠ಋ͢Δ͜ͱͷͰ͖Δਓ子ΛσβΠϯɾ 合
͠ɺੜ͖ͨࡉ๔ͷػΛ੍͢ޚΔํ๏Λ։ൃ͍ͯ͠· ɻ͢·ͨɺੜମͰͷࣗݾ織Խ͔ΒώϯτΛಘͨ৽
͍͠子ࡐྉͷʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢

 ɾϋΠϒϦουࢠϚγϯ
　ςΫϊϛϝςΟΫ子ϚγϯͱόΠΦϛϝςΟοΫ子ϚγϯΛ༥合͢Δ͜ͱͰɺ次ੈͷ子Ϛγϯͷ։ൃ
Λ行͍ͬͯ· ɻ͢ྫ͑ɺޫ͘͠ి子ʹΑͬͯԠ͢Δ子ϚγϯΛσβΠϯ͠ɺੜମͱద༻͢Δ͜ͱ
ͰɺφϊϝʔτϧεέʔϧͰͷػցతͳಈ͖ΛτϦΨʔͱͨ͠ੜཧੑ׆ͷ༠ಋੜମػͷ੍ޚΛΊͨ͟͠ڀݚ
Λ行ͬͯ ͍· ɻ͢

研究設備
　分ޫ分ੳஔ（ࢵ֎Մ視、ԁೋ৭性、DLS、ޫܬなど）、合成機ث一 （ࣜリ
サイクϧ分取)1LC、フラッシϡ自動精製ஔなど）、高ײ度ࣔࠩࠪ
ྔ分ੳܭ、θータ電Ґܭ、全ࣹݦޫܬඍڸ、電ؾ化学ଌఆஔ、生体
分子ؒ૬࡞ޓ用ଌఆஔなど

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
ʦ�ʧControlled DloDkwise and antiDloDkwise rotational switDhinH 

oG a moleDVlar motor 6.(.E. 1erera '. Ample ). ,ersell :. 
;hanH +. EDheWerria .. (risolia (. ViWes (. 3apenne C. 
+oaDhim S.-8. )la NatVre NanoteDh.2013 �  ��-��. 

ʦ�ʧDipolar NanoDars Based on a 1orphZrin BaDkbone T. Nishino 
C. +. .artin ). TakeVDhi '. Lim ,. :asVhara :. (isbert S. 
Abid N. SaGGon-.erDeron C. ,ammerer (. 3apenne Chem. 
EVr. + . 2020 �� �����-�����.

ੜ͖にֶびɺ世քを͋ͬと͍ΘͤるࢠマγϯをੜΈग़す

ʦ�ʧA Dhiral moleDVlar propeller desiHned Gor VnidireDtional 
rotations on a sVrGaDe :. ;hanH +. 1. CalVpitan T. 3ojas 3. 
TVmbleson (. Erbland C. ,ammerer T. .. AjaZi S. 8anH L. 
A. CVrtiss A. T. NHo S. E. 6lloa (. 3apenne S.-8. )la NatVre 
CommVn. 2019 �� ����.

ʦ�ʧSpontaneoVs Lipid NanodisD'omation bZ AmphiphiliD 
1olZmethaDrZlateCopolZmers ,. :asVhara +. Arakida 
T. 3aWVla S. ,. 3amadVHV B. Sahoo +. ,ikVDhi and A. 
3amamoorthZ +. Am. Chem. SoD.2017 ��� �����-�����.

Ξϧゴンψ国立研究所、オϋイオ大学、ミシΨン大学、カリフΥϧχΞ大学
サンフランシスίߍ（ถ国）、υϨスデン工科大学（υイπ）、άラーπ大学

（オーストリΞ）΄かフランス、チリ、ϕϧΪーとの共同研究およͼ౦ژ大
学、ژ大学、౦ژҩ科ࣃ科大学など国内大学およͼ学内ଞ研究室との共
同研究
日本学術ৼڵ会（科学研究費ิॿ金）、科学技術ৼڵ機構、フランスおよ
ͼE6からの公的研究費、企業との共同研究など
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